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千葉.
29)横山浩一，嶋田豊，堀悦郎，関矢信康，後
藤博三，西条寿夫，寺津捷年:釣藤鈎の一過性脳
虚血モデルにおける神経細胞保護作用の検討.第
19回和漢医薬学会大会， 2002， 9，千葉.
30)後藤博三，嶋田 豊，関矢信康，笠原裕司，楊
喬，柴原直利，喜多敏明，寺津捷年:糖尿モデル
(WBN/Kob)ラットにおける桂枝夜苓丸の血管
保護作用.第19回和漢医薬学会大会， 2002， 8，千
葉.
31)佐々木陽平，後藤博三，畠中文幸，柴原直利，
寺津捷年，小松かつ子:Curcuma属植物の分子
系統学的解析と欝金類生薬の品質に関する研究(2)
一欝金類生薬の血管作動性について.第19回和漢
医薬学会大会， 2002， 8，千葉.
32)柴原直利，後藤博三，喜多敏明，関矢信康，嶋
田 豊，寺津捷年:自律神経活動に対する桂枝夜
苓丸の影響.第19回和漢医薬学会大会， 2002， 8， 
千葉.
33)田原英一，新谷卓弘，森山健三，中尾紀久世，
久保道徳，斉藤大直，佐藤伸彦，荒川龍夫，寺津
捷年:高齢者の漢方エキス製剤内服に関する意識
調査.第19回和漢医薬学会大会， 2002， 8，千葉.
34)関矢信康，新沢敦，酒井伸也，小暮敏明，柴
原直利，嶋田豊，寺津捷年:粉防己 (Stephania
tetrandra)の抗酸化作用の検討.第19回和漢医
薬学会大会， 2002， 9，千葉.
35)嶋田豊，横山浩一，後藤博三，関矢信康，引
網宏彰，酒井伸也，寺津捷年:培養ラット小脳頼
粒細胞におけるNOdonor誘導神経細胞死に対す
る桂枝夜苓丸及びその構成生薬の保護作用.第19
回和漢医薬学会大会， 2002， 9，千葉.
36)高谷直樹，小暮敏明，伊藤寧崇，田村遵ー，嶋
田 豊，寺津捷年:i莫方薬服用患者における胃癌
発症と大黄の服用歴について.第19回和漢医薬学
会大会， 2002， 9，千葉.
37)酒井伸也，落合宏，嶋田 豊，寺津捷年:升麻
成分イソ・フェルラ酸投与によるインフルエンザ
ウイルス感染マウスの生存率の改善.第19回和漢
医薬学会大会， 2002， 9，千葉.
38)寺津捷年:産婦人科と漢方.産婦人科学会地方
会ランチョンセミナー， 2002， 9，富山.
39)後藤博三，嶋田 豊，谷川聖明，佐藤重彦，引
網宏彰，関矢信康，柴原直利，寺津捷年:糖尿病
性腎症顕性腎症期患者に対する大黄含有漢方方剤
の長期投与効果の検討.第14回腎とフリーラジカ
ル研究会， 2002， 9，東京.
40)後藤博三，柴原直利，喜多敏明，嶋田 豊，関
矢信康，寺津捷年:生薬・釣藤鈎の血管弛緩作用
機序と自然発症高血圧ラット (SHR)に対する
効果に関する検討.第23回グアジニノ化合物研究
会， 2002， 9，富山.
41)貝沼茂三郎，酒井伸也，嶋田 豊，寺津捷年 :C
型慢性肝炎に対するインターフェロン治療におけ
る麻黄湯の効果について.第6回日本肝臓学会大
会， 2002， 10，横浜.
42)野上達也，関矢信康，酒井伸也，嶋田 豊，寺
j畢捷年:遷延性した下肢蜂寓織炎に治打撲一方が
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奏功した 1例.第28回日本東洋医学会北陸支部例
会， 2002， 10，金沢.
43)永田豊，蓮本祐史，野上達也，嶋田豊，寺
j畢捷年:真武湯が有効であった原因不明の胸水の
一例.第28回日本東洋医学会北陸支部例会， 2002， 
10金沢.
4)藤堂貴彦，林克美，小尾龍右，関矢信康，寺
i畢捷年:気管支端息発作に対し和漢薬治療にて対
応し得た2例の経験.第28回日本東洋医学会北陸
支部例会， 2002， 10，金沢.
45)寺津捷年:和漢診療学最近の話題.第52回日
本薬学会近畿支部総会・大会， 2002， 10，大阪.
46)貝沼茂三郎，小暮敏明，酒井伸也，嶋田 豊，
寺j畢捷年:C型慢性肝炎に対するIFNs+麻黄湯
の併用療法における治療前後でのリンパ球サブセッ
トに関する検討.第34回日本肝臓学会東部会， 2002， 
11，茨城.
47)今西信子，片田裕子，丸橋美友紀，上田京佳，
酒井伸也，安東嗣修，寺津捷年，落合 宏:乾萎
刺激マクロファージにおけるインフルエンザウイ
ルス増殖抑制に関する研究.第50回日本ウイルス
学会学術集会総会， 2002， 10，札幌
48)新沢敦，藤永洋，小暮敏明，高橋宏三，嶋
田 豊，寺津捷年:生薬粉防己の関節リウマチ
(RA)に対する有効性・免疫調節作用の検討.第
17回日本臨床リウマチ学会， 2002， 1，西宮.
⑨その他
1) 寺津捷年，嶋田豊，小暮敏明，酒井伸也:生
活習慣病に対する漢方方剤の臨床的有用性の客観
的評価-高齢者に対する補剤の有効性に関する臨
床試験一.平成13年度科学技術総合研究委託費
地域先導研究研究成果報告書:30-31， 2002. 
2) 寺津捷年:この人 この話.禅の友， 4:30-33， 
2002. 
3) 寺津捷年:漢方で治す 1更年期の症状.婦人
之友， 4:90-91， 202. 
4) 寺津捷年:漢方で治す2思春期の心身の変化.
婦人之友， 5: 86-87， 2002. 
5) 寺津捷年:漢方で、治す 3 肥満と関節の痛み.
婦人之友， 6:86-87， 2002. 
6) 寺津捷年:漢方で治す 4 落ち着きのない子.
婦人之友， 7 :86-87， 2002. 
7) 寺津捷年:漢方薬の再評価.漢方・生薬薬剤師
研修講座， 2002， 1，東京.
8) 寺津捷年:漢方治療最近の話題一虚弱痴呆をめ
ぐって一.川越市医師会講演， 2002， 3，川越市.
9) 寺津捷年:免疫アレルギー疾患と漢方.第67回
東京医科大学免疫アレルギー研究会， 2002， 5，東
尽.
10)寺津捷年:東洋医学教育に対して具体的にどう
取り組むべきか.日経メデイカル， 5付録:12， 202. 
11)寺津捷年:若さを保つ東洋医学の知恵.第 5回
県民のための鎖灸マッサージ講演会， 2002， 6，石
]1. 
12)寺津捷年:補剤をめぐって新潟市講演会， 2002， 
8，新潟.
13)寺津捷年:寒熱について.産婦人科漢方研究会，
2002， 9，旭川.
14)寺津捷年:産婦人科領域の漢方一療血をめぐっ
て一.日本産婦人科学会北日本連合地方部会ラン
チョンセミナー， 2002， 9，富山.
15)寺津捷年:二十一世紀医療・漢方の挑戦.飯塚
病院漢方診療科創設10周年記念講演会， 2002， 10， 
福岡.
16)寺津捷年:耳鼻咽喉科領域における漢方一療血
をめぐって-第18回日本耳鼻咽喉科漢方研究会，
2002， 10，東京.
17)寺津捷年:消化器病と漢方診療.富山県外科学
会講演会， 2002， 10，富山.
18)寺津捷年:生活ほっとモーニングー和漢薬で冬
を快適に-.NHK， 2002， 1，富山.
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